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１．天栄小学校の校歌について 

＜作成方法＞ 

〇 作曲は、専門家へ依頼する。（専門的なスキルが必要となるため） 

〇 歌詞については、児童の意見やアイデアを基にしたものとする。 

  （理由） 

   校歌づくりに取組むことで、校歌への愛着や学校の一員としての自覚を

高めることができる。 

地域の文化や歴史についても考える機会となり、自分たちの住む場所に

ついて考える機会をもつことができる。 

 

※ 作曲者について 

      音楽的専門性を有し、鈴鹿市にゆかりのある人物で調整中。 

      （予算の範囲内で人選） 

 

＜作成時期＞ 

【令和７年５月】      作曲の依頼（令和 7年度中に完成） 

                    

【令和８年４月】      開校式にて、完成した曲（メロディ）を披露 

【令和８年４月～７月】  歌詞づくり 

                  ※ 歌詞に入れたい言葉（フレーズ）や 3校の校歌から 

引き継ぎたい言葉等を考える。 

 

                     ※ 児童のアイデアや意見を基に作詞を行う。 

【令和８年９月】      完成した校歌の披露 ⇒ 児童への歌唱指導 

【令和９年３月】      卒業式で歌唱 
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２．天栄小学校の校章について 

 ＜基本的な考え方＞ 

天栄小学校の校章を新たに作成する。 

校章デザインを基に校旗を作成する。 

 

＜作成方法＞ 

〇 デザイン案を複数作成し、児童・保護者等に選んでもらう。 

〇 校章のデザインは、児童の意見やアイデアを基にしたものとする。 

（理由） 

校章は、学校を象徴するシンボルマークであり、校章について考える機 

会をもつことで、学校への愛着や学校の一員としての自覚を高めること 

ができる。 

＜作成時期＞ 

【令和８年４月～7月】  校章のデザイン案作成 

※図画工作の時間等を活用し、校章のデザイン案を考える 

【令和８年７月～８月】  デザイン案の校正 

※校正依頼（案）⇒飯野高等学校応用デザイン科 など 

 

【令和８年９月】      校章デザインの選定（児童・保護者等の投票） 

【令和８年１０月】     校章デザインの決定 ⇒ 校旗作成 

【令和９年３月】      卒業式（校旗の掲揚） 

 

参考：天栄中学校区小中学校 校章 

 
 
 
 

   

【合川小】    【天名小】    【郡山小】     【栄小】      【天栄中】 
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３．開校式について 

  

  日 時  令和 8年 4月 8日（水） 

  会 場  天栄小学校 体育館 

  時 間  30分程度（予定） 

  式次第  開式の言葉 

       開校宣言 

              国歌斉唱 

       市長式辞 

       来賓紹介 

       来賓祝辞 

       学校長挨拶 

       児童代表の言葉 

       校歌披露 

       閉式の言葉 

  出席者 【学校】児童（２～6年生）、教職員 

      【地域】学校再編準備委員会委員 

          PTA会長・副会長 

          学校運営協議会委員 

          校区関係議員、自治会長 

          まちづくり協議会委員  など 

          【 市 】市長、教育長、教育委員、事務局 

 

 

※  開校式の後、令和 8年度の始業式を実施（２～6年生） 

※  入学式 4月 9日（木） 

 


